
③
「
西
陵
50
」
―
母
校
創
立
50
周
年
記
念
写
真
集
・
中
山
軍
次(

編)

を
眺
め
る 

  
 

B5
判
で
僅
か
40
頁
の
小
冊
な
が
ら
、
母
校
史
上
に
長
く
残
る
白
眉
の
写
真
ア
ル
バ
ム
で
あ
る
。
表
裏
一

体
の
表
紙
は
上
半
分
の
黄
色
地
に｢

西
陵
50
」
の
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
、
下
半
分
に
は
長
崎
市
街
を
俯
瞰
す
る

写
真
を
置
く
。
母
校
創
立
50
周
年
を
期
し
、
昭
和
30(

一
九
五
五)

年
高
商
19
回
卒
の
中
山
軍
次
先
輩
が
独

断
専
行
の
40
日
間
で
制
作
さ
れ
た
。
中
味
は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
32
頁
、
其
処
に
大
小
様
々
130
枚
に
及
ぶ
ス

ナ
ッ
プ
を
並
べ
、
巻
末
に
は
学
事･

学
友･

同
窓
会
に
関
す
る
詳
細
な
８
頁
の｢

母
校
史
年
表
」
を
置
く
。 

編
集
子
の
言
葉
に
「
文
字
か
ら
一
日
で
も
逃
れ
た
い
の
は
文
明
人
の
悲
願
、
活
字
で
埋
め
つ
く
し
た
尽

く
す
五
十
年
史
で
は
余
り
に
芸
が
な
さ
す
ぎ
る
…
せ
め
て
グ
ラ
ビ
ア
で
も
と
、
口
を
す
べ
ら
し
た
の
が
運

の
つ
き
。
お
前
や
れ
と
相
成
り
無
謀
だ
っ
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
要
諦
を
抑
え
た
軽
妙
軽
装
な
編
集
は
こ

れ
ぞ
ま
さ
し
く
数
奇
者
の
お
仕
事
、
以
下
で
は
早
速
、
見
事
な
ア
ル
バ
ム
の
中
味
を
拝
見
し
て
い
こ
う
。 

 

 

冒
頭
に
校
舎
全
景･

校
門･

校
章･

校
旗･

校
歌
を
並
べ
た
後
、
本
冊
子
は
母
校
の
心
象
を
①｢

明
治･

大
正

時
代｣ 

②｢

昭
和
時
代｣

③｢

学
位
に
輝
く｣

④｢

郷
土
長
崎
の
観
光
写
真｣

な
ど
小
見
出
し
で
区
分
す
る
。 

①
で
は
六
代
ま
で
の
校
長
肖
像･

校
舎･

図
書
館･

研
究
館
、
職
員
小
使
さ
ん
・
入
試
風
景
・
校
舎
中
庭
・

校
内
桜
・
野
球
試
合
・
寮
舎
監
・
ラ
ッ
パ
・
食
堂･

風
呂
場
・
囲
碁･

質
屋
な
ど
の
写
真
を
掲
げ
る
。
校
外

で
は
県
立
高
女
、
風
呂
敷
包
で
黒
靴
下
に
下
駄
履
の
女
生
徒
た
ち･
長
崎
駅-

大
浦
海
岸
の
人
力
車
群
に
、 

浦
上
天
主
堂
千
人
の
ミ
サ
、
新
地
中
華
料
理･

丸
山
の
紅
灯
街
な
ど
を
重
ね
て
終
わ
る
。
②
の
昭
和
時
代
は 

七
代
か
ら
十
代
校
長
ま
で
の
戦
前･

戦
中
の
記
憶
が
中
心
だ
。
昭
和
５
年
に
竣
工
し
た
が
、
戦
中
の
17
年
に

は
消
防
局
に
接
収
さ
れ
た
同
窓
会
館
―-

成
隣
会
館
内
外
の
瀟
洒
な
姿
。
面
白
い
の
は
「
就
職
問
題
で
校
長

宅
訪
問
は
遠
慮
さ
れ
た
し
」
と
告
げ
る
校
舎
玄
関
の
掲
示
板
。
徐
々
に
軍
事
色
を
強
め
る
運
動
会
、
射
撃

訓
練
や
満
蒙
へ
勤
労
報
国
隊
出
発
、
熊
本
帯
山
練
兵
場
の
御
親
閲
か
ら
学
徒
出
陣･

防
火
訓
練
・
運
動
場
で

の
農
作
業
な
ど
。
そ
し
て
経
済
専
門
学
校
の
看
板
か
ら
、
戦
後
の
二
代
学
部
長
の
肖
像
ま
で
、
50
枚
近
く

の
懐
か
し
い
絵
が
並
ぶ
。
そ
れ
で
も
編
者
は｢

学
部
発
足
以
来
の
ア
ル
バ
ム
に
好
材
料
が
な
い
の
で
、
昭
和

後
編
が
寂
し
く
な
っ
た
の
が
心
残
り
」
と
言
う
。
こ
れ
を
補
う
の
が
③
で
あ
り
、
此
処
に
は
武
藤･

伊
藤
・

田
崎
・
今
村
・
松
野
各
教
授
が
並
べ
ら
れ
、
次
に
合
併
教
室･

守
衛
詰
所･

体
育
館
な
ど
昭
和
期
の
校
舎
増

築
部
分
を
置
く
。「
う
ら
ぶ
れ
た
講
堂
」
の
写
真
に
は
「
ひ
さ
し
傾
き
軒
ま
さ
に
落
ち
ん
と
す
。
孤
狸
（
ニ

シ
ヤ
マ
ノ
古
狸
）
変
化
の
す
ま
い
に
返
っ
た
か
。
こ
れ
が
大
学
の
講
堂
で
す
ぞ
」
と
軽
妙
な
コ
メ
ン
ト
。 

 

末
尾
の
④
で
は
、
お
宮
日
の
出
し
物
―
傘
鉾･

唐
人
船
・
龍
踊
・
阿
茶
さ
ん
人
形
か
ら
、
ハ
タ
揚
げ
・
卓
袱
・

茂
木
枇
杷
の
写
真
、
大
浦
天
守
堂･

長
崎
造
船
所･

グ
ラ
バ
ー
庭
園
か
ら
平
和
祈
念
像
ま
で
が
掲
げ
ら
れ
賑

や
か
だ
。
母
校
史
年
表
は
、
昭
和
16
年
か
ら
24
年
ま
で
の
事
歴
が
比
較
的
丹
念
に
記
述
さ
れ
て
い
る
点
も

有
難
い
。
か
く
て
母
校
史
は｢

昭
和
30
年
10
月
７
日･

創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
を
本
校
舎
に
お
い
て
挙
行｣

で
終
わ
る
。
こ
れ
は
何
時
も
、
私
の
座
右
に
置
い
て
お
き
た
い
便
利
な
母
校
便
覧
で
あ
る
。(0

4
/7

) 

 

☆
本
書
の
周
辺
☆ ｢

母
校
史｣

を
唯
一
冊
所
有
す
る
の
な
ら 

 

迷
う
こ
と
な
く
本
冊
子
。
軽
妙
で
軽
快
で
多
彩
な
編
集
。 

 

但
し
高
商
世
代
の
絵
ば
か
り
で
、
学
部
時
代
の
絵
が
な
い
。 

 

今
回
、
本
書
の
改
訂
版
を
出
す
丈
で
も
人
気
書
に
な
ろ
う
。 

 
 

瓊
林
会
館
も
昨
年
夏
、
東
南
ア
研
の
所
有
物
を
複
写
し
た
。 


